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令和４年度青森県学習状況調査の結果  
                            むつ市教育委員会 学校教育課 
 
１ 令和４年度 県通過率との差                        

 ※通過率（％）は、「総正答数／総解答数」で算出した数値の小数第１位を四捨五入した整数値で表している。 

１）全体の結果    ※下段の（ ）内は昨年度の数値 

 【小学校５年生】             【中学校２年生】 

 むつ市 県 差   むつ市 県 差 

国語 
７０ 

(５８) 

７３ 

(６２) 

－３ 

(－４) 

 
国語 

６２ 

(６３) 

６２ 

(６６) 

±０ 

(－３) 

社会 
５８ 

(６０) 

６２ 

(６３) 

－４ 

(－３) 

 
社会 

４８ 

(５２) 

５１ 

(５４) 

－３ 

(－２) 

算数 
５３ 

(４７) 

５９ 

(５０) 

－６ 

(－３) 

 
数学 

３９ 

(３８) 

４３ 

(４０) 

－４ 

(－２) 

理科 
５１ 

(５４) 

５６ 

(５７) 

－５ 

(－３) 

 
理科 

４０ 

(４３) 

４２ 

(４７) 

－２ 

(－４) 

４教科 
５８ 

(５５) 

６３ 

(５８) 

－５ 

(－３) 

 
英語 

５６ 

(４２) 

５８ 

(４４) 

－２ 

(－２) 

    
 

５教科 
４９ 

(４８) 

５１ 

(５１) 

－２ 

(－３) 

 ○中学校国語以外の教科で、県通過率を下回った。 

 ○昨年度と比較すると、小学校では社会、算数、理科、４教科で、中学校では社会、数学で県

通過率との差が広がった。 

 

２）評価の観点別結果    ※下段の（ ）内は昨年度の数値 

 【小学校５年生】             【中学校２年生】 

 知識・技能 思考・判断・表現   知識・技能 思考・判断・表現 

 市 県 差 市 県 差   市 県 差 市 県 差 

国語 
74 

(61) 

79 

(66) 

－５ 

(-5) 

66 

(56) 

68 

(58) 

－２ 

(-2) 
 国語 

60 

(64) 

60 

(66) 

±０ 

(-2) 

64 

(61) 

63 

(65) 

＋１ 

(-4) 

社会 
62 

(63) 

66 

(68) 

－４ 

(-5) 

52 

(54) 

58 

(55) 

－６ 

(-1) 
 社会 

56 

(55) 

57 

(58) 

－１ 

(-3) 

39 

(48) 

43 

(49) 

－４ 

(-1) 

算数 
57 

(45) 

63 

(50) 

－６ 

(-5) 

50 

(49) 

56 

(50) 

－６ 

(-1) 
 数学 

47 

(45) 

52 

(45) 

－５ 

(±0) 

29 

(29) 

33 

(34) 

－４ 

(-5) 

理科 
54 

(57) 

58 

(59) 

－４ 

(-2) 

48 

(51) 

54 

(55) 

－６ 

(-4) 
 理科 

47 

(45) 

49 

(51) 

－２ 

(-6) 

31 

(41) 

35 

(44) 

－４ 

(-3) 

        英語 
61 

(41) 

62 

(43) 

－１ 

(-2) 

53 

(44) 

55 

(46) 

－２ 

(-2) 

 ○小学校：昨年度の差と比較すると、国語は同値で社会の「知識・技能」で差が縮まった。逆

に、社会と算数、理科の「思考・判断・表現」で大きく広がった。 

 ○中学校：国語が県通過率と同値またはプラスに転じた。昨年度の差と比較すると、社会、理

科、英語の「知識・技能」と数学の「思考・判断・表現」で差が縮まった。逆に、

数学の「知識・技能」と社会の「思考・判断・表現」で大きく広がった。 
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２ 学力調査結果の活用                            

１）学校教育課の指導や支援 

  ○各学校の集計結果から、本市の問題毎の正答率を割り出した。速報値が届いた段階で、調

査問題に対応するデジタル教材（タブレットドリル）の問題を全小・中学校に周知し、正

答率の低かった問題を中心に授業等で取り組んでいただいている。 

   ⇒デジタル教材（タブレットドリル）の管理者用でのログイン方法を周知し、教師がデジ

タル教材（タブレットドリル）の取組状況が確認できるようにしている。 

   ⇒教師が児童生徒に該当する問題を「配布」する方法を周知し、調査問題に対応するデジ

タル教材（タブレットドリル）の問題に容易に取り組むことができるようにしている。 

 

２）指導や支援に対する検証 

  ○学力向上に向けた取組状況については、１２月と２月に調査を実施することを伝えている

ため、２月の調査において、調査問題に対応するデジタル教材（タブレットドリル）の問

題及び授業改善に対する取組状況を確認する。 

 

 

３ デジタル教材（タブレットドリル）の活用                  

１）学校教育課の指導や支援 

  ○授業以外にも、朝自習や学習タイムなどの帯時間を利用した取組やタブレット端末の持ち

帰りによる家庭学習での取組など、デジタル教材（タブレットドリル）の活用に継続して

取り組んでいただいている。 

 

２）指導や支援に対する検証 

  ○活用状況については月毎の「累計学習回数」を集計している。活用が進んでいない学校に

対しては、様々な場面での活用を促している。 

  ○小学校３年生から中学校３年生の児童生徒に対し、デジタル教材（タブレットドリル）の

活用状況（使用場面や回数、成果、課題等）に対する調査を実施した。 

    ＊回答期限を２学期中としていたが、新型コロナウイルス等により未実施の児童生徒

や教員が回答できるように、回答期限を１月１７日（火）に延長したため、集計結果

については後日となる。 

 

 

４ 次年度に向けた取組                            

１）学校教育課の指導や支援 

  ①デジタル教材（タブレットドリル）を活用した取組を継続して行う。 

  ②むつ市の児童生徒の傾向を踏まえ、計画訪問等で「知識･技能」の習得と「活用する力」の

育成を図る具体的な指導法について、指導の方針と重点の内容等を基に指導・助言を行う。 

 

２）指導や支援に対する検証 

  ①活用状況については月毎に「累計学習回数」を集計する。「累計学習回数」については、年

度初めに「目標値」を各学校へ提示し、目標達成に向けた取組を支援していく。 

  ②学力向上に向けた取組状況について調査を実施することを伝え、実態把握を行う。 
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各種学習状況調査等の実施状況について 

学校教育課 

１ むつ市内全小・中学校において実施している学力テスト 

（１）むつ市総合学力調査（４月中旬 むつ市が実施） 

   目的： 学校における児童生徒への指導の充実や学習状況の改善に役立てる。 

対象：小４（国算）、小５（国算理）、小６（国社算理）、中１～３（国社数理英、中１は英除く） 

結果：６月下旬に学校宛に、全国・市・学校の正答率等の状況、受験者宛に個票（各教科の正

答率、全国・学校の正答率、各自の領域別の正答状況等が記載）が提供される。 

教育委員会から、市内での当該校の相対的な位置を教科全体と教科ごとに提供している。 

 

（２）全国学力学習状況調査（４月中旬 国が実施） 

   目的：学校における児童生徒への指導の充実や学習状況の改善に役立てる。 

   対象：小６（国算 ただし３年に１度理科） 中３（国数 ただし３年に１度英語または理科） 

   結果：８月に学校宛に全国・県・市の平均正答率等の状況のほか、問題ごとの分析結果や指導

例等が提供される。教育委員会から、市内での当該校の相対的な位置を教科全体と教科

ごとに提供している。 

 

（３）青森県学習状況調査（８月下旬 県が実施） 

   目的：学校における児童生徒への指導の充実や学習状況の改善に役立てる。 

   対象：小５（国社算理）、中２（国社数理英） 

   結果：１２月下旬に学校宛に県・市の状況のほか、問題ごとの分析結果や指導例等が提供され

る。教育委員会から、市内での当該校の相対的な位置を教科全体と教科ごとに提供して

いる。 

 

２ 各学校が独自に実施している民間の学力テスト等 

（１）実力テスト（かつての模擬試験） 

   目的：高校入試に向けて、入試問題と同様の出題傾向で、同程度の難易度のテストを実施する

ことにより、自らの学習を振り返り、受検に向けた対策となるようにする。 

   対象：中１・２は年２～３回、中３は年６回程度（国社数理英） 

   結果：約３週間後に学校宛、自校の各教科の平均点、順位一覧が提供される。 

      この結果については、個票として受験者にも提供される。 

 

（２）各種検定試験（英語、漢字、数学検定等） 

   目的：どの検定にも級が設定され、どの程度の力があるのか客観的に把握する。 

   対象：受検を希望する児童生徒 

   結果：受検者個人宛に合否結果と正答率が通知される。 

 

（３）標準学力検査ＣＲＴ（目標規準準拠テスト） 

   目的：目標に対する個人の到達度を測る。 

   対象：小１～中３（市内では、殆どの小学校が実施しているが、中学校では実施していない） 

   結果：年間の指導目標の実現状況を確認するための客観的な資料が得られる。 

 

３ 各学校が独自に実施しているテスト 

（１）中学校定期テスト（年４回 中間テストは５教科、期末テストは技能教科を含める学校が多い） 

   目的：授業で学習した内容の定着度合いを評価する。 

   対象：全学年生徒 

   結果：全員に各教科平均点、順位等を提供している。 

-5-



（２）小学校単元テスト（市販のものを購入） 

   目的：国社算理の単元ごとの習熟度を測り、必要に応じて補充指導を実施するために行う。 

   対象：全学年児童 

   結果：採点後、各自に戻す。 

 

（３）校内漢字（ほかに計算、英単語等）大会や帯学習等で学習した内容についてのテスト 

   目的：基礎的な問題を中心として出題し、努力が結果に表れることを実感する機会とする。 

   対象：全児童生徒または一部学年の児童生徒 

   結果：学級の平均点や満点者、高得点者等の掲示や表彰 

 

４ むつ市総合学力調査の状況 

 むつ市総合学力調査における同一児童生徒の経年比較（全国平均を１００としたときの到達率％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 〇どの学年も小学校高学年で下降傾向にあり、小５、小６でやや落ち込み、中１で全国平均を超え

る程度まで回復する傾向がある。小５、小６については定着度の向上を図る必要がある。 

 〇中学校では、学年が進むにつれて定着状況が低下する傾向もみられるため、当該学年終了までに

落ち込みの見られる問題、領域についての補充学習に力を入れる必要がある。 

 〇各学校においては、全国正答率とむつ市または自校の正答率を比較し、落ち込みの見られる問題

を中心にデジタル教材等を活用して補充学習を行っている。教育委員会では、総合学力調査の問

題と関連するデジタル教材の問題との一覧表を作成し、補充学習に役立ててもらっている。 

 〇総合学力調査を実施すると提供される学力分析システム（SYEN）の活用を促し、補充学習に利用

していく。 

 〇全校に配備しているデジタル教材については問題数が豊富であり、特に、基礎的基本的な知識・

技能の向上が期待されることから、補充学習に効果的に活用していく。 

〇今年度は、各学校におけるデジタル教材の活用が進んでいる。授業中の問題練習、朝自習や学習

タイム等帯学習、宿題、自主的な家庭学習として、日常的に活用されている。 
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               〇
こ
れ
ま
で
学
力
向
上
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
し

て
、
「
青
森
県
学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
、
５
年
間
で
市
全
体
の

各
教
科
平
均
通
過
率
を
県
平
均
＋
３
ポ
イ
ン
ト
以
上
に
し
ま
す
。
」

と
数
値
目
標
を
掲
げ
て
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
令
和
４
年
度
は
、
教
科
総
合
で
小
学
５
年
生
は
県
平
均
－
５
ポ
イ
ン
ト
、
中
学
２
年
生
は
－
２
ポ
イ
ン
ト

だ
っ
た
。
観
点
別
に
見
て
も
、
知
識
及
び
技
能
、
思
考
判
断
表
現
共
に
ど
ち
ら
の
学
年
も
県
平
均
を
下
回
っ
て
お

り
、
特
に
、
小
学
校
で
県
と
の
差
が
大
き
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
今

後
は
、
知
識
及
び
技
能
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が

、
こ
れ
ま
で
以
上
に
知
識
及
び
技
能
の
習
得
に
力
を
入
れ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
 

 〇
市
教
育
委
員
会
で
は
、
県
学
習
状
況
調
査
の
結
果
か
ら
、
落
ち
込
み
の
あ
る
問
題
と
デ
ジ
タ
ル
教
材
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
ド
リ
ル
）
と
関
連
す
る
問
題
を
示
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
ド
リ
ル
を
活
 

用
し
て
補
充
学

習
を
行
う
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
 

 〇
令
和
５
年
度
に
お
い
て
は
、
各
種
学
力
調
査
の

結
果
か
ら
、
数
学
と
英
語
を
重
点
的
に
指
導
す
る
教
科
と
し
て
取
り
組
む
。
 

 
 

数
学
：
全
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
、
市
教
委
が
作
成
し
た
問
題
（
基
本
＋
発
展
）
で
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
。（

個
人
内
評
価
、
目
的
は
成
就
感
を
持
た
せ
る
こ
と
と
基
礎
の
定
着
で

あ
る

。）
 

 
 

英
語
：
英
検
Ｉ
Ｂ
Ａ
は
全
中
学
校
で
実
施
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
は
希
望
す
る
小
学
校
で
実
施
す
る
。
英
検
受
検
料
の
補
助
（
予
定
）
を
行
う
。（

英
検
Ｉ
Ｂ
Ａ
で
は
、
英
語
検
定
で
何
級
程
度

の
力
が
あ
る
か
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る

。）
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